
様式 ４ 

 

医 療 安 全 推 進 委 員 会 検 証 結 果 報 告 書                     

 

患 者 名 男 ・ 女  （     歳） 

開 催 日 時       平成   年   月   日 （午前・午後  時  分から午前・午後  時  分まで） 

出 席 者 

（全 員） 
 

 １ 検証項目 （それぞれの項目について、判断の過程、結論とその理由を具体的に記入すること。） 

 

 

（１）医療的準則違反 

    医療的準則：① 当該医療行為における常識、基準、医療従事者として当然従うべきこと  

          ② 院内のマニュアル等により周知され、遵守が求められていること  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）注意義務（一連の医療行為において、当該病院に要求される医療水準に適合した注意義務が果たされていたか） 

  ① 予見義務（一般的な発生頻度、行為者の経験等についても検証） 

  ② 回避義務（結果の回避は可能であったか、そのための措置を講じたか） 

  ③ 説明義務（医療行為の目的、方法、リスク等について患者・家族等に十分な説明がされていたか） 等 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

検証項目 （それぞれの項目について、判断の過程、結論とその理由を具体的に記入すること。） 

 

（つづき） 

 

 

 

 

 

 

（３）当該医療行為と結果との因果関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）「相当の障害」（与えた障害の程度、治癒までの期間等から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）同様の事故発生防止のために講ずべき対策等（既に実施した場合はその対策の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 医療安全推進委員会の結論（該当するものに○印を付ける。） 

（１）医療事故該当性 医療事故（有過失） 病院に過失なし 

（２）公表基準 公表基準に該当 公表基準に該当しない 病院局に協議する 

  

 ３ 病院長の判断 

 

 ４ 病院局への協議事項等 

注） 検証過程が分かる医療安全推進委員会の議事録を添付すること。 


